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萬葉集研究に⾒た、その道のプロの凄さ 
 
「令和」という元号は萬葉集の「梅花歌丗⼆⾸扞序」より名付けられた。古典にはなじみの
ない私であるが、その出所がどのようなものであるか、興味本位で覗いてみた。読み上げら
れるとその歌の響きは趣があって良いものであるが、実際の歌は漢字の連続である。古の⽇
本語の⾳に、その⾳に合うように中国からもたらされた漢字の⾳をそのまま当て込んだた
めである。その結果として、同じ⾳であっても複数の漢字が当てられている。とても素⼈に
は⼿が出せるものではない、と感じた。 
 
万葉集（Wikipedia） 奈良時代末期に成⽴したとみられる⽇本に現存する最古の和歌集で
ある。万葉集の和歌はすべて漢字(万葉仮名を含め）で書かれている。天皇、貴族から下級
官⼈、防⼈、⼤道芸⼈、農⺠、東国⺠謡（東歌）などさまざまな幅広い⾝分の⼈々が詠んだ
歌 4,500 ⾸以上も集めたもので（うち作者不詳の和歌が 2,100 ⾸以上ある）、759 年（天平
宝字 3 年）までの約 130 年間の歌が全 20 巻に分類収録されている。 
 
4500 ⾸近くの歌ならば現在の書籍であれば⼀冊に収まる。 
しかし、その解説となるとそのボリュームは⼀挙に 20 倍以上
へと膨れ上がる。右に⽰した萬葉集註釈（巻第１〜20）がそれ
であり、20 巻に分かれている萬葉集の、それぞれの１巻に分
厚い註釈が⼀冊割り当てられている。 
 
沢瀉久孝 （コトバンク）  
国⽂学者・⽂学博⼠。三重県⽣。京⼤教授。⼤著『万葉集注釈』
(⼆⼗巻)完成に対し、朝⽇賞が授与される。武⽥祐吉と並び現代の代表的な万葉学者。後進
の育成にも努め、佐伯梅友・池上禎造・⼩島憲之らの⾨下を輩出する。昭和 43 年(1968)歿、
78 才。 
 
その第⼀巻に実に感動的な「はしがき」がある。まず「⾃分のために」まとめる。これはプ
ロとしての鏡である。まとめるためにはある極みに達する必要がある。 
 
次ページ以降に「はしがき」、そして「萬葉集註釈 巻第五 梅花歌丗⼆⾸扞序（部分）」を添
付した。 



 



 



 



 



萬葉集註釈 巻第五 沢潟久孝 
 

梅花歌丗⼆⾸ 扞序 より 

 
 

 



 

 
 

 
 
この「扞序」の解説がさらに８⾴続く。その後に 32 ⾸の解説が 40 ⾴続く。 


